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こ
の
た
び
（
株
）
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
貨
物
郵
便
本
部
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
平
田
邦
夫
で
す
。
皆
さ
ま
に
謹
ん
で

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
ご
愛
顧
に
対
し
ま
し
て
、

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
今
年
で

五
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
貨

物
専
用
機
と
旅
客
機
を
保
有
・
運
航
す
る
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
、
着
々

と
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
国
際
線
・
国
内

線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
高
度
な
輸

送
品
質
と
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
高
度
化
・

多
様
化
す
る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
に

と
り
ま
し
て
、
中
型
機
で
あ
る
ボ
ー
イ
ン
グ

７
６
７̶

３
０
０
型
貨
物
専
用
機
（
７
６
７

Ｆ
）
を
導
入
し
た
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま

し
た
。
同
機
材
は
最
大
搭
載
重
量
約
五
二
ト

ン
、
航
続
距
離
五
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

性
能
を
備
え
た
新
造
貨
物
機
で
、
無
塗
装
と

し
た
銀
色
の
機
体
は
有
機
溶
剤
を
含
む
ペ
イ

ン
ト
の
使
用
を
抑
え
、
地
球
環
境
に
も
配
慮

し
た
仕
様
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
機
材

の
導
入
を
も
っ
て
、
昨
年
七
月
に
は
青
島
、

天
津
に
新
規
就
航
し
、
中
国
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
充
し
た
ほ
か
、
十
月
、
十
一
月
に
は

今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
に
、
日
本
発
着
で
初
と
な
る
直

行
貨
物
便
を
就
航
さ
せ
る
な
ど
、
お
客
さ
ま

の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
７
６
７
Ｆ
三
機
が
年
間
を
通
し

て
フ
ル
稼
働
す
る
最
初
の
年
と
な
り
、
広
範

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
大
型
貨
物
専
用
機
、

中
型
貨
物
専
用
機
、
旅
客
便
ベ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ー

タ
ー
便
・
臨
時
便
も
含
め
、
お
客
さ
ま
の
物

流
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
貨
物
ス
ペ
ー
ス
を
柔

軟
に
ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
前
の
燃
油
価
格
高
騰
に
対
し
ま

し
て
は
、
高
コ
ス
ト
機
材
で
あ
る
７
４
７̶

２
０
０
型
貨
物
専
用
機
の
退
役
を
促
進
、
燃

費
効
率
の
よ
い
７
４
７̶

４
０
０
型
貨
物
専

用
機
へ
の
更
新
や
機
材
稼
働
率
の
向
上
を
図

る
と
共
に
、
生
産
性
向
上
な
ど
に
よ
る
様
々

な
コ
ス
ト
削
減
、
効
率
化
施
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
お
客
さ
ま
に

は
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
ご
負
担
を
引
き
続

き
お
願
い
い
た
し
て
お
り
、
大
変
心
苦
し
い

限
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
安
定
し
た
供
給

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
た
め
、
な
に

と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

航
空
業
界
は
燃
油
価
格
の
高
騰
に
加
え
、

経
済
の
減
速
感
、
航
空
会
社
間
の
さ
ら
な
る

競
争
激
化
な
ど
、
依
然
厳
し
い
局
面
が
想
定

「安心」と「こだわりの品質」で世界を結ぶ日本の翼に

さ
れ
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
は
航
空

会
社
の
存
立
基
盤
で
あ
る
「
安
全
運
航
の
堅

持
」
は
も
ち
ろ
ん
、
引
き
続
き
お
客
さ
ま
に

ご
選
択
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｇ
Ｏ
の
基
盤
で
あ
る
「
品
質
」
を
昇
華
さ
せ
、

お
客
さ
ま
満
足
度
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の

「
こ
だ
わ
り
の
品
質
」
を
ご
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
の
目
指
す
「
こ
だ
わ

り
の
品
質
」
と
は
、
お
客
さ
ま
に
ご
満
足
い

た
だ
け
る
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
」

と
「
付
加
価
値
の
ご
提
供
」
に
よ
り
、
初
め

て
実
現
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
基

本
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
」
で
は
、
品
質
管

理
体
制
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
の
強
化
や
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
実
な
伝
承
を
通
し
て
、
お

客
さ
ま
に
今
後
も
安
全
・
確
実
・
迅
速
な
サ
ー

ビ
ス
を
ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
付
加
価
値
の
ご
提
供
」
で
は
、「
Ｊ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
含
め
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
さ
ら
な
る
短

縮
や
貨
物
取
り
扱
い
方
法
の
改
善
な
ど
に
よ

り
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
マ
ッ
チ
し
た
サ
ー
ビ

ス
・
商
品
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ

の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る„
安
心
と
こ
だ
わ
り
の
品

質
で
世
界
を
結
ぶ
「
日
本
の
翼
」
に
な
る„
の

実
現
に
向
け
、
グ
ル
ー
プ
全
社
員
が
一
丸
と

な
り
、
お
客
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
、
お
選
び

い
た
だ
け
る
エ
ア
ラ
イ
ン
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
旧
倍
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

執行役員　貨物郵便本部長　平田邦夫



 

型
貨
物
専
用
機
、
旅
客
便
ベ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
保
有
す
る
本
邦
唯
一
、
か
つ
最
大
規
模
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
、
広

範
な
国
際
・
国
内
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
・
臨
時
便
の
運
航
な
ど
、

お
客
さ
ま
が
必
要
と
さ
れ
る
と
き
に
、
必

要
な
サ
イ
ズ
の
貨
物
ス
ペ
ー
ス
を
柔
軟
に
ご

提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
豊
富
で
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
が
目
指
す
「
こ
だ
わ

り
の
品
質
」
と
は
、「
基
本
サ
ー
ビ
ス
品
質

の
向
上
」
と
「
付
加
価
値
の
ご
提
供
」
を
柱

に
し
て
い
ま
す
。

  「
基
本
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
」
に
お
い
て

は
、品
質
管
理
体
制
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）

の
強
化
や
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
が
培
っ

て
き
た
高
度
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
実
な
伝
承
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
例
え
ば
、
昨
年
度
に

作
成
し
た
各
国
語
（
日
本
語
、
英
語
、
中
国

語
）
に
よ
る
視
聴
覚
教
材
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
の
さ

ら
な
る
充
実
な
ど
、
様
々
な
側
面
か
ら
工
夫

を
凝
ら
し
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
品
質
に
磨
き
を
か
け
、
お
客
さ

ま
へ
の
安
全
・
確
実
・
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
の

ご
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
付
加
価
値
の
ご
提
供
」
で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
の
商
品
体
系
で
あ
る

「
Ｊ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
や
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
さ
ら
な
る
短

縮
、
貨
物
取
り
扱
い
方
法
の
改
善
な
ど
、
多

　

止
ま
る
こ
と
の
な
い
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
波
。
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
世
界

を
駆
け
め
ぐ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
航
空
貨
物

輸
送
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ス

ピ
ー
ド
と
豊
富
な
供
給
力
で
、
お
客
さ
ま
の

ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
は
こ
の
ほ
ど
、
お
客
さ
ま
に
安

定
し
た
高
品
質
・
高
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
を

ご
提
供
し
て
い
く
た
め
の
「
二
〇
〇
八
〜
二

〇
一
〇
年
度
再
生
中
期
プ
ラ
ン
」
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。
同
プ
ラ
ン
を
軸
に
、
今
後
着

実
に
成
果
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
航

空
貨
物
業
界
に
と
っ
て
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
と

な
る
二
〇
一
〇
年
以
降
に
対
応
で
き
る
万
全

の
体
制
を
築
き
、
引
き
続
き
お
客
さ
ま
に
高

品
質
、
高
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。
再
生
中
期
プ
ラ
ン
の
概
要

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
は
、
二
〇
〇
七
年
度

に
合
計
三
機
の
中
型
貨
物
専
用
機
「
７
６
７

Ｆ
」
を
新
た
に
導
入
。
天
津
、
大
連
な
ど
の

中
国
各
都
市
に
加
え
、
日
本
発
着
初
の
直
行

貨
物
便
と
し
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
と
い
っ
た
今
後
需
要
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

る
都
市
へ
の
就
航
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
度
は
、
年
内
に
７
４
７
│

２
０
０
Ｆ
を
全
機
退
役
さ
せ
、
省
燃
費
型
の

７
４
７
│
４
０
０
Ｆ
へ
の
更
新
を
完
了
い
た

し
ま
す
。
そ
し
て
、
大
型
貨
物
専
用
機
、
中

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
機
材
の
強
化

様
化
・
高
度
化
す
る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
サ
ー
ビ
ス
・
商
品
を
今
後
も
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し
ま
し
て
、

自
動
車
輸
送
で
は
「
Ｊ 

Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
」
と

い
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
商
品

を
ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
り
高

度
な
安
全
性
と
機
密
性
を
求
め
ら
れ
る
お
客

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、
そ
の

チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
商
品
で
あ
る
「
Ｊ 

Ｗ
Ｈ

Ｅ
Ｅ
Ｌ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
」
を
導
入
。
現
在

で
は
需
要
の
高
い
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、シ
カ
ゴ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
の
四
地
点
に
展

開
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
は
Ｃ
Ｓ
サ
ー
ベ
イ
の
強
化

に
よ
っ
て
「
お
客
さ
ま
の
生
の
声
」
を
確
実

に
受
け
止
め
、「
こ
だ
わ
り
の
品
質
」
を
一

層
高
め
る
サ
イ
ク
ル
を
確
立
い
た
し
ま
す
。

　

燃
油
価
格
が
記
録
的
な
高
水
準
で
推
移
す

る
中
、
自
助
努
力
で
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
費

用
増
に
つ
き
ま
し
て
は
、
心
苦
し
く
も
お
客

さ
ま
に
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
ご
負
担
を
お

願
い
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
な

お
一
層
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
て

人
件
費
や
燃
油
消
費
量
の
削
減
、
省
燃
費
機

材
へ
の
更
新
な
ど
、
多
角
的
な
費
用
抑
制
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
で
は
前
述
し
ま
し
た

よ
う
に
７
４
７
│
２
０
０
Ｆ
か
ら
７
４
７
│

４
０
０
Ｆ
へ
の
更
新
を
今
年
度
内
に
完
了
す

る
と
共
に
、
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
３
（
ト
ヨ
タ
生
産

2008～2010年度 JALCARGO再生中期プラン

お客さまに信頼され、
選択されるエアラインに

「
こ
だ
わ
り
の
品
質
」
の
ご
提
供

燃
油
価
格
高
騰
へ
の
対
応



 

方
式
に
よ
る
カ
イ
ゼ
ン
活
動
）
を
柱
に
、
業

務
内
容
・
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
や
施
設
の
最

適
化
を
図
り
、
生
産
性
向
上
に
よ
る
効
率
化

を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
が
「
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇
年
度

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
再
生
中
期
プ
ラ
ン
」
の

骨
子
で
す
が
、
羽
田
空
港
が
国
際
線
に
開
放

り
、「
こ
だ
わ
り
の
品
質
」
に
よ
っ
て
、
お

客
さ
ま
の
物
流
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

世
界
経
済
は
空
前
の
原
油
価
格
高
騰
に
加

え
、
米
国
経
済
の
減
速
に
伴
う
急
減
な
円
高

な
ど
、
そ
の
動
向
は
不
透
明
感
を
増
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
航
空
貨
物
業
界
も
燃
油
価
格

高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増
や
、
市
場
の
成
長
規

模
以
上
に
拡
大
し
た
航
空
会
社
間
の
競
争
激

化
に
よ
っ
て
、
厳
し
い
局
面
が
継
続
す
る
と

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
航
空
貨
物
市
場
は
新
興
国
を
中

心
に
今
後
も
底
堅
い
成
長
が
見
込
ま
れ
る
有
望

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
は
、

再
生
中
期
プ
ラ
ン
の
実
行
を
通
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
信
頼
さ
れ
、
お
選
び
い
た
だ
け
る
エ
ア
ラ
イ

ン
で
あ
り
続
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
愛
顧
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
れ
る
二
〇
一
〇
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て

は
、
成
田
空
港
と
羽
田
空
港
の
一
体
運
用
に

よ
る
首
都
圏
空
港
二
十
四
時
間
化
に
伴
い
、

機
材
稼
働
率
向
上
に
よ
る
貨
物
便
運
航
の
効

率
化
を
図
る
と
共
に
、
広
範
な
国
際
・
国
内

線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
地
方
発
着
の

輸
送
需
要
に
も
お
応
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
都
市
・
東
京
の
隣
接
空
港
か
ら

の
深
夜
貨
物
便
運
航
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
を
中

心
と
し
た
成
長
市
場
へ
積
極
的
な
展
開
を
図

お
客
さ
ま
の
よ
き
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
に
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大型機 

大型機 

大型機 

大型機計 

合計 

大型機 

大型機 

大型機 

大型機 

大型機計 
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大型機 

大型機計 
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大型機計 

中型機計 
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週間便数 

6 

4 

1 

1 

7 

19 
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7 

7 

6 

5 
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1 
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4 

11 
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4 

8 

12 
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2 
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１．台湾線は2008年４月１日より（株）日本航空インターナショナルとして運航しています。� 

２．東京＝上海、東京＝香港は各々週１便の臨時便対応を含みます。 

３．747Fもしくは744Fは大型機、767Fは中型機として表記しています。 

４．経路・便数は計画段階のものであり、予告なく変更となる場合がありますので、ご了承ください。 

JALCARGO 自社運航貨物便の週間便数（2008年度サマースケジュール） 

 路　線  経　路 

大平洋線 

欧州線 

中国線 

香港線 

台湾線 

東南アジア線 

東京＝アンカレジ＝ニューヨーク 

東京＝アンカレジ＝シカゴ 

東京ーシカゴーニューヨークーアンカレジー東京 

東京ーシカゴーアンカレジー東京 

東京＝ロサンゼルス 

東京ーアンカレジーフランクフルトー東京 

東京ーアンカレジーアムステルダムーフランクフルトー東京 

東京ーアムステルダムーロンドンー東京 

東京ーアンカレジーロンドンーアムステルダムー東京 

東京＝上海  

東京ー大阪ー上海ー大阪  

東京ー天津ー大連ー大阪  

東京ー天津ー大連ー東京 

大阪ー天津ー大連ー東京 

大阪＝大連  

東京＝青島  

大阪ー青島ー東京 

東京＝広州 

東京＝香港  

東京ー香港ー名古屋  

大阪ー香港ー東京 

東京ーシンガポールーバンコクー名古屋 

東京ーシンガポールーバンコクー東京 

東京ーバンコクーマニラー東京 

大阪ーバンコクーホーチミンー大阪 

東京ークアラルンプールーマニラー大阪 

東京ークアラルンプールージャカルター東京 

東京ーソウルー大阪 

東京＝台北 

大阪＝台北 
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フロントライン

国内貨物最前線【東京（羽田）空港】

発送・到着に関する弊社お問い合わ

せ先をご案内しています。

上屋シャッターの番地化、

案内図の配布

　広大な上屋作業場が分散する羽田

貨物地区では、スムーズな貨物搬入、

お引き渡しができるよう、西地区上

屋シャッター柱の上部にシャッター

番号を大きく表示すると共に、貨物

地区の案内図を配布しています。

　また、お客さまからのご要望を受

けて、夜間の混雑した上屋でも目立

つように、蛍光ベストを着用した上

屋作業案内係を西貨物地区に３名、

東貨物地区に１名を配置し、トラッ

クの誘導、迅速な貨物取り扱いを実

施しています。ご不明な点がござい

ましたら、各エリア案内係に遠慮な

くお問い合わせください。

　今号から新企画「国内貨物最前線」

の連載を開始いたします。

　JALCARGOでは「こだわりの品

質」をモットーに、よりよいサービ

スをお客さまにご提供できるよう、

日々業務の見直しを行っておりま

す。初回である今号では、国内貨物・

郵便で最大量の貨物を取り扱ってい

る羽田空港の取り組みをご紹介いた

します。

運航情報のE-MAIL 配信

　天候による航空機の遅延・欠航な

どの運航情報を、迅速かつ詳細にご

案内できるよう、事前にアドレスを

頂いた事業所さまに E-MAIL でのご

案内を実施しています。

　MAIL 発信に際しましては、必要

な情報がすぐに分かるよう、件名に

は概略および便名を表示すると共

に、本文では詳細情報とあわせて、

JALCARGOは、ISO9001とTPSで品質の維持・向上を目指します！

　JALCARGOは今年２月、国内基

幹空港であり、2010 年には国際化

が予定されている羽田空港の貨物

郵便部門で ISO9001（品質マネジ

メントシステム、品質管理の国際

標準規格）の認証を取得しました。

　JALCARGO における ISO9001

の歴史は、1998 年４月に成田空港

の輸出部門で認証を取得して以来、

約10年の歳月を刻みます。その間、

関西空港・名古屋空港・福岡空港

へと対象範囲を拡大してきました。

　ISO の基本は、作業手順を文書

化し、常に最新のマニュアルに従っ

て、だれでも同じ品質で業務を遂

行していくことのできる仕組みを

構築することです。また、文書管

理を始め職場環境の整理整とんは、

ISO9001 の要求事項として大変重

視されています。

　これに対し、TPS（トヨタ式カ

イゼン）においては、ミスを未

然に防止する仕組み（ポカ

よけ）の導入や、作業を標

準化して無駄を排除すると

いった、どちらかというと

日常業務の中からの発想で

品質を維持・向上させてい

こうというものです。整理

整とんについては、ISO が

マニュアルで決められたとおりに

保管・整理されていることを重視

するのに対し、TPS では、だれが

見ても分かりやすく、かつ保管場

所をラインで引くなどして明示的

に誤りを防ぐといった、ライン担

当者の目を通じた整理整とんが強

く求められます。

　ISO9001 と TPS の共通点は、決

して立ち止まることのない継続的

な改善を志向していることです。

今日は昨日より少しでも良い品質

を達成すべく、JALCARGO のだ

れもが知恵を絞って日々の業務に

あたっています。JALCARGO は

ISO9001 と TPS を両輪として、そ

れぞれの長所を上手に融合させる

ことで継続的な品質の維持・向上

に取り組みます。

蛍光ベスト着用の上屋作業案内係

番号を大きく表示した西地区上屋シャッター


